
Iこ 映 映

195 屯

画解

5--6 

園立近代美術館

説：

フイJVム ライブラリー

21 路 上 の 霊

大
正
一
0
年
松
竹
キ
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研
究
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作
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小
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村
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実
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シ
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ボ
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郎
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線
：·
…
…
…
…·
:·
:•••

島
罪
保
次
郎

配

役

杉
野
泰—

ー
富
め
る
山
林
の
持
主

：・・・・・・・・・・
小
山
内
窯�
氏

浩一
郎
ー
ー
そ
の
息
子
・・・

東
郷
是
也
氏

（
鈴

木

伝

明）

燿

子
ー
ー
浩
一
郎
の
妻·
沢
村
春
子
漉

文

子
ー
—
浩
一
郎
の
子
…
久
校
三
枝
子
媛

光

子

ー，
浩
一
郎
の
許
嫁
者
に
し
て
泰
の
姪

・・・・・・・・・・・・

伊
逹
龍
子

嬢

椎
夫
の
少
年
太
郎
ー
—'
杉
野
の
雇
人

…
…
…
；・
村

田

路

上

の

露

魂

特
別
映
画
鑑
賞
会
に
つ
い
て

実
氏

八

巻

フ
ィ
ル
ム
•
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
で
は、
そ
の
事
業
の
一
部
と
し

て、
展
史
的
価
値
の
あ
る
芸
術
性
豊
か
な
映
画
を
鑑
裳
し
研
究

す
る
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す。
今
回
は
そ
の
統
一
0
回
と
し

，
て、
大
正
期
II
本
映
画
に
お
け
る
先
駆
的
な
作
品
「
路
上
の
霊

魂」
を
と
り
上
げ
ま
し
た。

「
路
上
の
霊
魂」
は、

新
割
昇
で
活
躍
し
た
小
山
内
窯
氏
が

松
竹
キ
ネ
マ
研
究
所
を
指
揮
し
て
製
作
し
た
も
の
で、
大
正
一

0(一
九
ニ
―
)

年
四
月
八
日、
第
一
松
竹
館
で
卦
切
さ
れ、

多
大
の
反
秤
を
呼
び
起
し
た
作
品
で
す。

現
在
か
ら
見
て
も
可

成
り
魏
訳
臭
の
強
い
も
り

で
す
が、
こ
の
映
面
の
関
係
者
の
中

か
ら、
日
本
映
画
界
に
指
禅
的
役
割
を
果
し
た
人
々
を
多
く
輩

出
し、
そ
の
価
値
は
日
木
映
画
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す。

松
竹
キ
ネ
マ

研
究
所
の
こ
と

牛

原

彦

大
正
九
年
二
月
（一
九
二
0
年)
松
竹
キ
ネ
マ
合
名
社
が
創

立
さ
れ
る
と
同
時
に、
歌
舞
伎
距
が
に、

松
竹
キ
ネ
マ
俳
儀
学

校
が、
新
し
い
映
画
人
の
養
成
を
目
的
と
し
て
開
校
さ
れ
た。

虚

囮
吉
I
l
前
科
者
・・・・・・・・・

南

光
明
氏

亀
三

前
料
者
：．．．．．．．
 
蔦

村

繁
氏

或
貨
尿
の
令
嬢
：＇·
:・・・・・・・・・

英

百
合
ナ

賦

八
木
節
の
姉
…・・・・・・・・・・・・・・・

東

栄
チ

嬢

こ
の
映
画
に
つ
い
て
封
切
枯
時
の
キ
ネ
マ
旬
恨
第
六
五
号

（一
九
ニ
―
年
五
月
―
-
H
号）
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い

ま
す。

ー
—
〔
略
筋、
吾
々
は
人
類
全
体
に
対
し
て
憐
れ
み
の
心
を
持

た
な
く
て
は
い
け
な
い。

例
へ
ば
キ
リ
ス
ト
は
人
類
全
体
を
悔

み
給
ふ
た。
そ
し
て
吾
々
に
も
そ
う
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ
た。
人

を
憐
れ
む
に
は
時
が
あ
る。
そ
の
時
を
は
づ
さ
な
い
仕
に
す
る

が
好
いe
（
ゴ
オ
リ
キ
ー
）

以
上
の
意
を、
ー
つ
は、
都
に
佃
れ
て
家
を
捨
て
A
出
で
た

息
子
が
窮
迫
に
行
話
つ
て
加
の
許
へ
幅
つ
て
来
た
時‘
此
を
許

ー
得
な
か
っ
た
親
の
悲
し
み、
他
方
は、
二
人
の
前
科
者
を
許

し
た
あ
る
家
の
喜
こ
び、
此
の
二
つ
に
於
て
対
照
し
た
も
の
で

あ
る。〕

な
お、

近
藤
伊
与
吉
氏
は
キ
ネ
マ
旬
報
同
号
で、
「
婦
山
教

正
氏
に
よ
っ
て
火
蓋
を
切
ら
れ
た
映
画
刷
製
作
の
迎
動
は、
13

本
在
来
の
新
脈
閻
に
反
抗
し
て、
曲
り
な
り
に
も
純
粋
な
映
画

阻
の
型
込
の
上
に
映
画
閾
を
作
ら
ん
と
し
た
時
代
で
あ
り、
底

皮
的
に
分
類
し
た
ら
破
壊
時
代
と
名
付
け
得
る。
こ
れ
に
続
く

創
造
の
勘、

建
築
時
代
は
営
に
こ
の
『
路
上
の
霊
祝』
を
以
て

開
始
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る」
と
述
べ、
「
こ
の
時
牒
の

先
頭
に
立
つ
て
目
党
ま
し
い
進
軍
を
続
け
て、
第
二
の
時
代
に

向
っ
た
限
史
的
名
笞
を
荷
っ
た
も
の
は
『
路
上
の
霊
魂』
で
あ

る」
と
こ
の
映
画
の
意
義
を
高
く
評
価
し、
「
自
分
は
此
劇
に

あ
ら
ゆ
る
諾
辞
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る」
と
絶
讃
し
て
い
ま
す

が、

現
在
か
ら
見
て、
こ
の
「
路
上
の
霊
魂」
の
価
値
付
け

は、
映
画
史
的
に
正
賞
な
も
の
と
言
え
ま
し
よ
う。

（
引
川
文
の
仮
名
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま）

校
長
は
小
山
内
羨
先
生、
訛
帥
は
松
井
松
柴
（
松
翁）

久
米
正

雄、

山
田
耕
作
品作
作）

東
健
而、
斉
膵
佳
i

-

i、
人
見
面
薔、

市
川
左
升、
ア
ゾ
ナ
•
ス
ラ
ヴ
ィ
ナ
の
話
氏
で
あ
っ
た。
こ
の

俳
儀
学
校
は
同
年
五
月、
蒲
田
撮
影
所
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も

に
そ
の
構
内
に
移
転
し
た。
生
徒
に
は
伊
膝
大
軸、
鈴
木
伝
明、

柿
花
條
大
郎
（
岡
田
宗
太
郎）、

奈
良
真
従、

鈴
木
光
（
南
光

明）、

淵
元
智、．

杉
沢
長
十、

大
塚
正
雄、
佐
膝
武
雄、
沢
村一5

子、
東
栄
子、
松
下
南
枝
千、

中
村
よ
し
f、

山
路
又
香，
松

島
衣
子、

山
田
恵
子
な
ど
の
話
氏
が
い
た。

蒲
田
で
は、
小
山
内
先
生
は、
撮
影
所
総
監
督
を
兼
任
さ
れ

て
い
た。
そ
し
て、
そ
の
指
導
の
下
に
―
つ
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
コ

ン
が
あ
っ
た。
先
生
は、

総
監
督
と
し
て
『
奉
仕
の
薔
薇』

（
村
田
実
監
督、
関
根
逹
発、
諸
口
十
九、
岩
田
祐
吉
主
演）

『
光
に
立
つ
女』
（
村
田
実
監
留、
エ
カ
テ
リ
イ
ナ
・
ス
ラ
ヴ

ィ
ナ、
根
津
新
主
演）
の
二
作
品
を
シ
ュ
ウ。ハ
ア
ヴ
ァ
イ
ズ
さ

れ
た。常

時、
蒲
田
撮
影
所
に
は
監
習
と
し
て
森
要

賀
古
残
夢、

田
村
宇
一
郎、
豚
井
増
禰、
川
口
呑
舟、
新
に
ヘ
リ
ウ
ソ
ド
か

ら
迎
え
ら
れ
た
小
谷
ヘ
ン
リ
イ（
兼
カ
メ
ラ
マ
ン）
田
中
エ
ド
ワ

ア
ド
の
諸
氏
が
い
た。
が、
不
幸
に
し
て、
す
べ
て
に
革
新
的
な

小
山
内
先
生
と
宮
時
の
熟
練
監
督
諸
氏
と
は
互
に
相
容
れ
ず、

九
月
に
は
大
谷
竹
次
郎
社
長
直
屈
の
松
竹
キ
ネ
マ
研
究
所
が
本

郷
座
（
本
郷
区
春
木
町）
本
家
茶
屋
に
分
離
新
設
さ
れ
た。
そ

の
枇
威
メ
ン
バ
ア
は、
所
長
小
山
内
先
生
の
下
に、
旧
小
山
内

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ク
フ
と
六
ヶ
月
の
基
礎
訓
練
を
終
っ
た

俳
傷
学
校
の
卒
業
生
た
ち
で
あ
っ
た。
前
者
に
は、
村
田
実、

牛
原
壼
彦、

島
津
保
次
郎、

蔦
見
丈
夫
（
監
督
部）

北
村
小
松

（
脚
本
部）

佐
藤
夏
樹、
土
橋
鹿
三、
限
部
策
（
経
営
部）、

水
谷
文
次
郎
（
撮
影
部）、

根
津
新、

東
屋
三
郎
（
俳
優
部）、

溝
旦二
郎、
山
本
金――一
郎、
山
↑
徳
松
（
装
置
芙
術
部）
少
し

遅
れ
て
参
加
し
た
も
の
に
小
田
浜
太
郎、
佐
々
木
恒
次
郎
（
啓

箇、
鈴
木
博、
白
井
茂
（
撮
影
部）、
英
百
合
子、

伊
逹
龍
子、

春
野
恵
美
奈
（
俳
優
部）
の
諸
氏
が
あ
り、
後
者
は
俳
傷
学
校

出
身
の
殆
ん
ど
全
部
で
あ
っ
た
が、

営
時
既
に
シ
ナ
リ
オ
作
家

と
し
て
独
自
の
境
地
を
開
拓
し
つ
4
あ
っ
た
伊
藤
大
輔
氏
と
俳

傷
の
奈
良
真
蓑
氏
は
蒲
田
に
残
っ
た。

こ
の
松
竹
キ
ネ
ご
研
究
所
の
第
一
回
作
品
が『
路
上
の
霊
魂』



で
あ
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
ボ
ン
の
『
巷
の
子
』

と
ゴ
ー
リ
キ
イ
の

『
ど
ん
底
』

（
夜
の
宿）

か
ら
材
料
を
得
て
牛
原
虚
彦
が
脚
色

し
、

総
監
怪
小
山
内
先
生
、

監
習
村
田
実
、
撮
影
水
谷
文
次
郎
、

小
田
浜
太
郎、

美
術
溝
口
＝一
郎
、

小
道
具
山
下
徳
松，

宇
幕
押

山
保
明
の
ス
ク
フ
、

出
演
者
は
東
郷
是
也
（
鈴
木
伝
切）
、

南

光
明、

岡
田
宗
太
郎
、

蔦
村
繁
（
蔦
見
丈
夫）
、
佐
膝
武
雄、

杉

沢
長
十、

大
塚
正
雄
、

英
百
合
子
、

伊
＇江
龍
子
、

東
栄
子
、

松

島
衣
子
、

中
村
よ
し
子
、

山
路
文
香
な
ど
の
他
に

小

山

内
先

生
、

村
田
実、

牛
原
虚
彦
な
ど
ま
で
が
王
要
な
人
物
に
扮
し
、

研
究
所
の
殆
ん
ど
全
員
が
ピ
ッ
ト
に
出
演
し
た
。

『
こ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
、

ほ
ん
と
う
の
映
画
を
こ
さ
え
る
の

だ。
い
ま
ま
で
の
日
本
映
画
か
ら
教
わ
る
も
の
は
何
に
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
力
で
何
も
か
も
新
し
く
こ
さ
え
上
け
る
の
だ
。

僕

も
俳
悩
を
や
る
。

み
ん
な
っ
ゞ
け`
l．
』

こ
れ
が
小
山
内
先
生
の
か
け
声
だ
っ
た
。

だ
か
ら
俳
紺
た
ち

レ

7

も
カ
メ
ラ
を
祖
ぎ
、

反
射
板
を
迎
び
、

小
道
具
を
手
伝
っ
た
。

た
と
え
は
島
禅
保
次
郎
氏
は
、

ま
だ
宵
気
照
明
の
幼
椎
だ
っ
た

こ
の
頃、

反
射
板
の
使
用
や
人
工
光
線
の
利
川
に
積
極
的
に
と

り
く
ん
だ。

こ
の
映
画
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
に
光
線
と
い
う
奇
巽

な
タ
イ
ト
几
が
出
る
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。

そ
の
上
、

島

津
氏
は
四
つ
の
大
型
写
真
機
を
軽
井
沢
の
山
坂
越
え
て
迎
び
な

が
ら
ス
チ
ル
の
撮
影
に
専
念
し
た
。
『
路
上
の
霊
魂
』

の
四
つ
切

密
釈
の
ス
チ
ル
は
現
在
の
ス
チ
ル
に
比
較
し
て
も、

ひ
け
を
と

ら
ぬ
ほ
ど
偵
秀
な
出
来
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
島
津
氏
の
努
力
の

た
ま
も
の
で
あ
っ
た
。

誰
も
が
苦
引
を
い
と
わ
ず
、

う
つ
て
一

丸
と
な
っ
た
。

小
山
内
先
生
が
父
親
役
に
、

村
田
氏
が
少
年
太

郎
に
、

牛
原
が
老
執
単
に
扮
し
て
出
演
し
た
の
も
身
を
も
つ
て

示
さ
れ
た
先
生
の
指
導
精
神
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

こ
の
教
訓

は
、

今
に
い
た
つ
て
も
貴
重
な
も
の
と
い
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

軽
井
沢
の
ロ
ケ
イ
シ
ョ
ン
は
、

こ
の
年
十
一

月
か
ら
は
じ
ま

っ
た
が
、
年
末
近
く
小
山
内
先
生
が
ロ
ケ
イ
シ
ョ
ン
先
で
卒
倒
、

危
篤
に
陥
ら
れ
た
。

現
場
は
軽
井
沢
か
ら
草
津
へ

向
け
て
山
奥

の
炭
燒
瑞
で
あ
っ
た
が、

こ
の
日
雪
ま
じ
り
の
烈
風
を
冒
し
て

無
蓋
貨
車
に
の
り、

凍
て
つ
く
寒`
さ
に
互
に
抱
き
合
い
乍
ら
大

声
に
歌
を
ど
な
り
あ
っ
て
山
を
越
え
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
で

あ
っ
た
。

先
生
を
撤
く
旧
軽
井
沢
の
萬
松
肝
と
い
う
宿
屋
ま
で

お
連
れ
し
て
も
辿
紺
地
の
冬、
一

人
の
医
者
も
居
ず
、

や
む
な

＇ 

く
マ
ン
ロ
ウ
さ
ん
と
い
う
英
国
人
の
老
医
師
に
懇
願
し
て
治
療

に
嘗
つ
て
も
ら
う
始
末
で
あ
っ
た
。

こ
の
独
身
主
義
の
風
変
り
、
r

の
英
国
人
は
小
山
内
先
生
の
御
言
紫
で
は、

蒋
敬
す
べ

き
哲
学

者
で
あ
っ
た
そ
う
で
、

漸
く
小
康
を
得
ら
れ
た
頃
の
先
生
は
、

こ
の
哲
学
医
師
と
人
生
を
文
学
を
演
劇
を
語
っ
て
い
ら
れ
た
こ

と
を
記
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
小
山
内
先
生
が
四
十
八

歳
の
若
さ
で
こ
の
枇
を
去
ら
れ
た
迎
因
が
、

こ
の
山
峡
で
の
心

臓
発
作
に
関
連
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
先
駆
者
と
し
て

先
生
が
日
本
映
画
の
新
し
い
出
発
に
は
ら
わ
れ
た
犠
牲
の
大
き

さ
に
門
下
の
私
た
ち
の
心
は
今
も
つ
て
激
し
く
疼
く。

三
十
四
年
ぶ
り
に
『
路
上
の
霊
祝
』
の
訊
集
を
担
営
し
て
、
各

画
面
を
拾
い
上
げ
る
ご
と
に
今
は
亡
き
小
山
内
先
生
、
村
田
実
、

島
津
保
次
郎
、

蔦
見
丈
夫
、
岡
田
宗
太
郎
、
小
田
浜
太
郎
諸
氏
の

生
前
の
姿
に
接
し
て
私
は
全
く
胸
せ
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

小
山
円
先
生
御
病
臥
中、

撮
影
は
一

時
中
絶、

そ
の
間
、

私

達
は
奈
艮
の
文
化
映
画
を
製
作
し
た
り
し
た
。
『
路
上
の
霊
魂
』

の
東
京
封
切
は
大
正
十
年
四
月
八
日
、

赤
坂
帝
国
館
（
第
一

松

竹
館）

て
あ
っ
た
。

つ
ゞ
い
て
小
山
内
先
生
は
関
西
行
地
の
封

切
に
謡
演
旅
行
を
つ
ゞ
け
ら
れ
た
。

説
明
を
担
常
し
て
い
た
だ

い
た
の
は、

ず
つ
と
徳
川
夢
声
氏
で
あ
っ
た
。

松
竹
キ
ネ
マ
研
究
所
は
、

つ
ゞ
い
て
『
山
暮
る
4
』

（
北
村

小
松
脚
本
、

牛
原
監
附、

小
田
浜
太
郎
撮
影、

根
津
新
、

沢
村

春
子
、

南
光
明
、

春
野
恕
芙
奈
王
訳）
『
君
よ
知
ら
ず
や
』
（
村

田
実
監
督
、

水
谷
文
次
郎
撮
影
、

ア
ン
ナ
・
パ
プ
ロ
ワ
、

根
津

新
主
演
‘、

短
編
喜
戯
『
お
前
だ
i•
お
前
だ
1.
』

を
製
作、

牛

原
の
監
督
脚
本
で
『
浅
草
』

の
準
備
中、

大
正
十
年
六
月
、

小

山
内
先
生
の
名
で
解
散
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
を
詳
ら
か
に
す
る

紙
面
の
余
裕
は
な
い
が
、

牛
原
が
、

蒲
田
撮
影
所
内
に
設
け
ら

れ
た
松
竹
キ
ネ
マ
研
究
部
の
部
長
と
い
う
名
低
で
旧
研
究
所
員

と
と
も
に
蒲
田
に
復
帰
し
た
。

小
山
内
先
生
は
退
か
れ
、

村
田

実
、

根
津
新、

東
屋
三
郎
、

溝
ロ一一一
郎、

山
下
徳
松
、

春
野
恵

芙
奈
の
諸
氏
は
残
念
乍
ら
袂
を
わ
か
つ
て
去
っ
た
。

然
し
、

小

山
内
先
生
を
中
心
と
す
る
『
小
山
内
蕉
と
そ
の
子
分
の
会
』

は

先
生
門
下
の
映
画
人
の
集
り
と
し
て
長
く
つ
ゞ
い
た
。

終
り
に
臨
ん
で
三
十
数
年
前
の
古
い
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
の
プ
リ
ソ

卜
其
他
の
困
難
な
る
作
業
に
蹄
牲
的
に
奉
仕
し
て
い
た
ゞ
い
た

松
竹
の
関
係
各
位
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
フ
ィ
ル
ム
•
ラ
イ
プ
ラ
リ
1
迎
営
委
員）


